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PHB (Poly-[(R)-3-hydroxybutyrate])は生分解性を有する結晶性高分子の一種であり、生体適合性・非
水溶性・熱可塑性等、様々な領域への実用化に際して有用な特性を兼ね備えているが、結晶化度の適
切な制御手法が確立されていないという問題点を有する。PHBの結晶成長においては、同じく生分解
性を有する高分子PLLA (poly(L-lactide))を添加する事でPHBの結晶化温度の低下や結晶化度の増大等
の様々な変化が生じる事がバルク試料における研究より報告されている。その一方で、薄膜試料では
PLLAの微少量添加によってPHBの結晶化が著しく阻害されるとの研究例がある1)。PHB薄膜における
結晶性や分子配向・モルフォロジーに対する理解は、PHBの更なる広範な応用に際して不可欠の課題
となっており、多種多様な研究が精力的にとり行われてきた。本研究はPHBに様々な分子量のPLLAを
幾通りもの体積比率でブレンドして超薄膜を形成し、超薄膜内で添加PLLAがPHBの結晶化・結晶成長
に及ぼす効果について知見を得る事を目的とするものである。また、以前の研究において、分子が動
き回る事のできる空間が大きな、いわゆるBulk試料ではPHB結晶化度がPHB/PLLAの体積比にほぼ比
例する事が報告されている事から2)、今回はその対照実験として、試料膜厚を分子の運動を制限する
様なスケールの薄膜に調整し、新たに見出された特性の考察も併せて行った。X線反射率法と微小角
入射X線回折法を利用し、薄膜構造・表面モルフォロジーの評価を実施した。更に原子間力顕微鏡(AFM)
による試料表面観察を併用する事で、薄膜の作製条件と薄膜表面に顕れるドメイン構造の領域の大き
さや形状との間に在る相関関係を体系化する試みも行った。これらの検証の結果、二つの分子鎖の比
率や薄膜化による閉じ込め効果等に起因すると考えられる、PHBの結晶化・結晶成長に対して過去に
報告例のないPLLAの促進効果と抑制効果を観察するに至った。 
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